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 論文審査の結果の要旨
 シイタケの成分として単離され,強い抗脂血作用を有するエリタデニンの構造は4一(6-
 aminopurin-9H-9-yi)2(R),3(R)一dihydroxybutyricacidと決定され
 た。管野毅提出の学位論文はエリタテニン関連化合物の合成に関するものである。
 エリタデニソはすでに二つの方法によつで合成されていたが,著者は第一章においてこれらの合
 成法にきわめて大きな難点があることを示し,アデニンと5一トシル糖の縮合によって得られる
 reversednucleosideを希アルカリ溶液中で酸素酸化する方法を考案した。
 第二章では著者の方法によるエリタデニγ誘導体およびその立体異性体の合成を詳述している。
 アデニンのナトリウム塩とD一リボース誘導体のトシレートの反応で83%の収率で得られる5一
 (6-aminopurin-9H-9-yi)一D一リボースを弱アルカリ性水溶液中で酸素を通すことによ
 リエリタデニンのナトリウム塩を80%の収率で得た。またD一アラビノース誘導体との反応でも
 高収率でエリタデニソまたはその0一アルキル誘導体が得られた。副産物を検策した結果,糖鎖が
 更に短縮された化合物2種が小量生成することを知った。この合成法は従来のものに比し工程が短
 かく,収率も高く操作も容易で経済性にも優れ,最良の合成法である。
 同種の方法をL一アラビノース誘導体,D一キシ・一ス誘導体に適用してエリタデニンの立体異
 性体を合成した。またD一グルコース誘導体,D一フルクトース誘導体から2(S),3(R),4(R)
 一ホモエリタデニンを合成した。
 第三章で著者は更にこの方法を他のプリン誘導体,ピリミジγ誘導体に拡張し,それぞれ相等す
 るreversednucieosideおよびエリタデニγ類似体を得た。
 第四章では,この方法を3一アミノ糖誘導体に適用し,3一アミノ糖のreversednucieoside
 およびβ一ヒド・キシーα一アミノ酸を合成した。
 また第五章でプリγ誘導体にかえてフェニル誘導体を用いることによってC-reversed
 nucleosideおよびエリタデニンフェニル類似体を合成した。
 これらの類似体は生理活性試験と酸化反応の機構解明を目的として合成されたが,第六章で著者
 は酸素酸化反応の結果を詳細に検討し,さらにいくつかの実験を加えてこの興味ある反応の機構を
 提出した。この機構はアデニン誘導体の酸化について完全に説明することができず,完成したもの
 ではないが,一般的な傾向をよく説明することができる。
 第七章では,これら合成された物質の抗脂血作用試験を述べている。合成品はすべてエリタデニ
 ン自身と同程度あるいはそれ以下の活性を示した。
 以上本論文は生理活性物質エリタデニン関連化合物の新規合成法を開発しその方法の有用性を立
 証した。これは提出者が自立して研究活動を行なうに必要な高度な研究能力と学識を有することを
 示すものである。よって管野毅提出の論文は理学博士の学位論文として合格と認める。
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